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五

市

五

町

の

教

育

委

員

会

と

の

話

し

合

い

は

順

調

に

進

み

、

月

日

現

在
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残

す

と

こ

ろ

３

市

町

と

な

り

ま

し

た

。

阿

久

比

町

教

育

委

員

会

と

の

話

し

合

い

で

は

、

毎

年

８

月

に

行

わ

れ

る

中

学

生

の

広

島

体

験

事

業

（

１

年

生

が

広

島

平

和

式

典

に

参

加

、

１

泊

２

日

）

と

海

外

生

活

体

験

事

業

（

３

年

生

が

参

加

、

カ

ナ

ダ

に

10

日

間

）

の

引

率

教

員

の

手

当

て

に

つ

い

て

言

及

し

ま

し

た

。

い

ず

れ

も

町

の

委

託

事

業

で

あ

り

な

が

ら

、

こ

れ

ま

で

旅

費

や

宿

泊

料

な

ど

の

必

要

経

費

は

出

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

定

め

ら

れ

た

引

率

教

員

へ

の

手

当

て

は

出

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

の

事

業

は

、

該

当

学

年

の

年

間

行

事

に

組

み

入

れ

ら

れ

、

生

徒

の

選

出

、

事

前

指

導

、

経

費

の

使

途

、

報

告

を

含

む

事

後

指

導

は

す

べ

て

学

年

、

と

り

わ

け

引

率

教

員

が

そ

の

多

く

に

関

わ

っ

て

い

ま

す

。

日

常

の

教

育

業

務

で

多

忙

な

生

活

を

送

っ

て

い

る

上

に

、

引

き

受

け

た

か

ら

に

は

生

徒

の

よ

り

よ

い

体

験

の

た

め

に

と

頑

張

っ

て

い

る

教

員

に

対

し

て

、

こ

れ

ま

で

何

の

手

当

て

も

考

慮

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

で

す

。

こ

の

憂

慮

す

べ

き

事

態

に

対

し

て

教

育

委

員

会

・

町

は

誠

意

を

も

っ

て

責

任

を

負

う

べ

き

で

す

。

こ

の

訴

え

に

対

し

て

早

速

教

育

委

員

会

が

動

き

、

今

年

度

の

引

率

者

に

対

し

て

は

手

当

て

が

支

払

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

広

島

へ

の

引

率

者

に

は

１

日

に

つ

き

２

，

２

０

０

円

。

カ

ナ

ダ

へ

の

引

率

者

に

は

１

日

に

つ

き

３

，

８

０

０

円

で

す

。

知

教

労

は

引

き

続

き

、

労

働

基

準

法

に

従

い

、

過

去

２

年

に

わ

た

っ

て

の

手

当

て

北から南から ～～～～支部支部支部支部だよりだよりだよりだより～～～～

今年の夏は研修が多く、部活指導や日直、その他の用事で出校

しなくてはならないことも多く、家族休暇を取るのが精一杯だった。

動向表には年休・割り振りと記入していたが、職員室で仕事…とい

う日もあった。そういう日は、終業式の日の教頭の言葉を思い出

す。「夏休みには割り振りや年休を取って体を休めたり家族サービ

スをしてください。」と言いつつ、「夏休みのうちに日頃出来ない研

修や２学期の準備をして下さい。」…結局、後者の方に追われる毎

日である。しかも、自分で望んだ研修ではない。新任の先生は、

「行事をもたない期間」も研修が入っていた。知教労は普段の勤務

での、『労働の実質的軽減』を求めているが、夏期休業中の労働状

況の改善も求めていかなくてはならない、と思わされた。

もう一つ考えさせられたことがある。研修の一部は、教員免許更

新講習であったが、聞くところによると、講座を開設している大学は

儲かっているとか。大学にとっては、職員も教室も空いている期間

の有効活用である。Ａ教育大学のように1000人以上の受講生を集

めている様子を見たら、「うちもやろう。」という大学が増えるのは当

然のことと思う。そして、一度開設したら止めた

くはないだろう。そのため、教員免許更新講習

制度を廃止させるな、と動いている人もいるの

ではと考えた。

教員の時間・心・財布を苦しめるこの制度を

一刻も早く中止して欲しいものだ。 （N）
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が
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催

者

発
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４
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、
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分
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存
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催

予

定
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一

時

間

前
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で

に

整

理

券

を

求

め
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長

蛇

の

列

が

あ

り

ま

し

た

。作

家

で

あ

り

９

条

の

会

の

代

表

世

話

人

の

ひ

と

り

で

あ

る

大

江

健

三

郎

氏

が

、

「

こ

の

一

年

、

半

年

で

原

発

反

対

を

我

々

が

押

し

と

ど

め

な

い

と

、

も

う

（

国

の

推

進

の

動

き

を

）

押

し

返

せ

な

い

」

と

い

う

激

励
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話
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れ
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し
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鎌
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追
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を

引
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引
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の

か

、

今

一

度

確

認

し

て

い

く

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。
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県

が

事

業

所
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準

を

変
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し
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し

た
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も
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す
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増
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る
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に
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り

、

衛

生

委

員

会

を

設

置

す

る

学

校

も

増

え

ま

す

。

超

過

勤

務

を

減

ら

し

労

働

環

境

を

改

善

す

る

た

め

の

正

式

な

制

度

を

活

性

化

さ

せ

た

い

も

の

で

す

。

も

ち

ろ

ん

職

員

の

人

数

に

か

か

わ

ら

ず

管

理

職

は

多

忙

化

解

消

の

た

め

に

具

体

的

な

策

を

講

じ

、

勤

務

実

態

を

正

確

に

把

握

し

て

改

善

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す
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【内閣府の帰るキャンペーン】

た

く

さ

ん

の

話

題

を

残

し

て

９

月

に

終

了

し

た

テ

レ

ビ

ド

ラ

マ

｢

半

沢

直

樹

」

。

今

世

紀

最

高

視

聴

率

と

か

「

倍

返

し

」

が

流

行

語

に

な

る

な

ど

、

巷

で

語

ら

れ

る

こ

と

の

多

か

っ

た

ド

ラ

マ

で

あ

る

▼

職

場

で

も

月

曜

の

朝

や

給

食

時

な

ど

に

話

題

に

な

る

こ

と

が

あ

っ

た

。

テ

レ

ビ

ド

ラ

マ

の

こ

と

が

職

場

で

語

ら

れ

る

な

ど

、

昨

今

ま

れ

な

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

だ

け

人

々

の

関

心

を

集

め

た

と

い

う

こ

と

だ

ろ

う

▼

職

場

の

若

い

先

生

た

ち

と

「

半

沢

直

樹

の

魅

力

っ

て

何

だ

ろ

う

？

」

と

い

う

話

に

な

っ

た

。

そ

の

と

き

の

結

論

と

し

て

は

、

｢

白

は

白

、

黒

は

黒

と

は

っ

き

り

も

の

を

言

う

」

し

か

し

、

決

し

て

孤

独

で

は

な

く

「

信

頼

で

き

る

仲

間

が

い

る

こ

と

」

と

い

う

も

の

だ

っ

た

。

は

っ

き

り

も

の

を

言

う

こ

と

は

、

と

か

く

職

場

で

は

孤

独

に

な

り

や

す

い

と

い

う

実

感

を

彼

ら

は

も

っ

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

▼

そ

の

若

い

先

生

た

ち

は

、

朝

早

く

か

ら

夜

遅

く

ま

で

実

に

ま

じ

め

に

働

い

て

い

る

。

長

く

続

く

不

況

の

せ

い

か

、

働

く

こ

と

に

熱

心

で

、

働

く

権

利

や

労

働

条

件

な

ど

に

対

し

て

は

あ

ま

り

意

識

が

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

超

過

勤

務

も

日

常

化

し

て

お

り

、

百

時

間

越

え

な

ど

も

珍

し

く

な

い

と

聞

く

。

非

常

勤

の

講

師

も

増

え

て

お

り

、

勤

務

体

制

や

研

修

に

も

問

題

が

多

い

。

時

代

の

せ

い

で

片

付

け

ら

れ

て

は

い

け

な

い

し

、

私

た

ち

組

合

の

存

在

感

が

さ

ら

に

増

し

て

く

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

▼

当

た

り

前

の

こ

と

が

当

た

り

前

に

言

え

る

・

・

・

そ

れ

は

、

日

ご

ろ

私

た

ち

が

子

ど

も

達

に

求

め

て

い

る

こ

と

で

あ

り

、

私

た

ち

自

身

に

と

っ

て

も

失

っ

て

は

な

ら

な

い

生

き

る

姿

勢

で

あ

る

（

Ｙ

）

教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会とのとのとのとの話話話話しししし合合合合いいいい進進進進むむむむ ７７７７市町市町市町市町がががが終了終了終了終了

【都内をデモ行進】
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データで見る『教員の実態』第39回 知ってるつもり・Ｑ＆Ａ

プロ野球選手の契約はプロ野球選手の契約はプロ野球選手の契約はプロ野球選手の契約は？？？？

利き手と教育利き手と教育利き手と教育利き手と教育

Ｑ 例年、プロ野球のペナントレースが終わる頃になると、「○

○選手解雇」「○○選手戦力外」などという報道がなされます。

このコーナーで、プロ野球選手も労働者であり、プロ野球選手会

は労働組合である、という記事を読みました。プロ野球選手も労働

者である以上、所属球団から解雇を言い渡される期間に規定があ

るのでしょうか。通告は、なされるのでしょうか。

A プロ野球選手の雇用形態は、公務員や会社員とは異なります。

所属球団という言い方はしますが、その球団の職員になるわけで

はなく、個人事業主として、球団と契約を結びます。通常は１年契

約ですが、複数年契約する場合もあります。

さて、次の年には選手契約を結ばないことを、報道などでは、

『解雇』や『クビ』などという表現をすることもありますが、１年ごとの

契約ですので、正式には『解雇』ではなく、「来年は契約しない」と

いうことを通告します。

この通告の時期ですが、以前は、１２月に行われる契約更改の

際に「戦力外と考えていますので、来年は契約しません。」などと

通告がされるということも多くありました。

２００５年からは、戦力外を通告されても現役続行を希望する選

手のために、『トライアウト』という１２球団合

同の入団テストがシーズン終了後に行われ

ています。労働組合でもある、日本プロ野

球選手会とプロ野球機構との間で、この『ト

ライアウト』の前に戦力外通告をしなけらば

ならないという取り決めになっています。

『6,454人、3,282人増』

少子化により児童･生徒数が減っているのは、読者にはご承

知のことと思います。しかし、日本全国の公教育現場で増えて

いる学校や児童･生徒があります。お気づきでしょうか。それ

は特別支援学校及び特別支援学級です。

文科省の学校基本調査によると、特別支援学校は 5 年前(2008
年)よりも 54 校増えています。愛知県でもその間、岡崎市に知

的障害児を対象とした、愛知県立みあい養護学校ができました。

知多半島ではその少し前に、半田市に肢体不自由児のひいらぎ

養護学校(2004 年)や、大府市に高等部だけの半田養護学校桃花

校舎（2006 年）もできています。

私たちの勤務する小中学校に限定して、5 年前（2008 年）と

比較してみると、

2013 年度※ 2008 年度 増減

小学校特別支援学級数 34,128 27,674 6,454
中学校特別支援学級数 15,612 12,330 3,282

※ 2013 年度速報

となっています。詳しい資料のある昨年度のもので 4 年間を

比較すると、

2012 年度※ 2008 年度 増加

国公私立在籍児童数 113,961 86,331 27,630
国公私立在籍生徒数 50,467 37,835 12,632
担当教員数 小学校 35,047 29,364 5,683
担当教員数 中学校 16,211 13,239 2,972

※ 2013 年 6 月発表の資料

このように、大幅な増加が見られます。特別支援教育が実質

的に始まってから 6 年が経ちます。1 学級 8 人という特別支援

学級の条件でも児童･生徒によっては、たいへんだということ

を耳にします。しかし、以前は担任だけでは、指導が困難だっ

た児童に、その子に合わせた手厚い教育ができるようになって

きました。

通常学級でも定員の見直しを進めて、より手厚く、より人間

らしく働けるような条件整備を進めてもらいたいものです。

私は左利きである。でも、字を書くときも右、習字を書くときも右

で、おはしも右である。では、もともと右利きなのか。いや野球のボー

ルを投げるときは、右手では、とても遠くには投げられない。

右利きの人でほとんどが右で慣れている人にとっては、何を言っ

ているのだとお思いになったことだろう。字もはしも野球の投球でも、

その他もろもろも右手が得意に決まってるじゃないかと………。

教育は、もっとも簡潔に言えば、一人ひとりの脳が持つ能力の活

性化と開発である。記憶する力、応用する力、新しい概念を生み出

す力などを伸ばすことである。もちろんその一つ一つがより多くの人

の幸せにつながるというベクトルの上であることは言うまでもない。概

念としての知識を数多く覚えることも必要である。しかし、人間にとっ

て最も必要なのは、脳でイメージした通りに体のいろいろな部分を動

かすことができるようにすることである。

危険な物が飛んできたらよける。逆上がりができる。バットでボー

ルを打てる。ラケットでシャトルが打てる。うれしいことがあったらにっ

こり笑い、自然に「ありがとう」と言えるなど，体そのものを動かすこと

から心と体を一体化させて振る舞うことまで、人間には、イメージと動

きを一体化できるようになるといいことがたくさんある。そのためにい

ろいろな体験を積ませ、その動きを体に染みこませるために何回も

何回も訓練をする。

そう考えてくると、文科省の言う学力だけではない何かが必要なの

ではないか。学力テストだけでは測れない多種多様な能力があるの

ではないか。情報を操作するだけではない、直に体と心を動かす、

そんな学びが必要なのではないか。などと思いつつ、給食の麺の袋

や小さなビニール袋を小さく結ばせ、「片付けてくれる人に気持ちよ

く片付けてもらおう」と指導する毎日である。ミニサッカーやラケットベ

ース、多くの道具を用意し、一人ひとりがコツをつかめるよう工夫し、

新聞を数多く書かせる毎日だ。

しかし、私の父は屋根裏へ続く階段をＤＩＹ（日曜大工）で作った。

私は、最近ウッドデッキをＤＩＹで修理した。娘の彼氏は「ぼくにはで

きそうもない」と言う。ミリ単位まで操作できる腕前が世代を超えて少

しずつ失われてきているような気がしてならない。人のできることが少

しずつ矮小化している気がしてならない。最近、そういう危機感を感

じている。

左手では、うまくインパクトドライバーが使えるのに、どうして右手で

は、うまく使えないのだろう。自らの未熟を感じつつ、利き手と教育の

あり方を考える今日この頃である。

１３３号 ２０１３年１０月発行


